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ルーティングテーブルには3つの経路情報が登録されています。ネクストホップ
アドレスはそれぞれ別々の方向のルータR1、R2、R3へ向いていたとします。
このルーティングテーブルを持っているルータに、宛先 IPアドレス10.1.1.1のア

ドレスを持ったものが届いた場合、ルータはどのルータへパケットを転送するでし
ょうか？
答えは「R3」になります。

 ● 10.0.0.0/8の場合のホストアドレスの範囲は10.0.0.1 ～ 10.255.255.254
 ● 10.1.0.0/16の場合は、10.1.0.1 ～ 10.1.255.254
 ● 10.1.1.0/24の場合は、10.1.1.1 ～ 10.1.1.254

10.1.1.1のアドレスは3つのどのネットワークにもホストアドレスとして含まれ
ますが最長一致の法則により転送するルータが決まります。
最長一致とは、宛先アドレスのビットが最も長く一致するルートを選択します。
よって、24ビットまで一致しているR3が「ネクストホップ」となります。

ルーティングテーブルに宛先ネットワークが登録されていないネットワークへは
転送できないため、パケットは破棄されます。
何も設定していない場合、ルータは直接接続されたネットワーク（コネクトのネ
ットワークと言います）しか知りません。
その為、直接接続されていないネットワーク（リモートのネットワークと言いま
す）については、学習させる必要があります。
図5.1.1の構成図だとR1からリモートのネットワークになるのは、10.1.4.0/24と

172.16.3.0/24がリモートのネットワークとなります。

3.	スタティックルーティングとダイナミックルーティング

リモートのネットワークを学習させる方法には2種類あります。

 ● スタティックルーティング
 ● ダイナミックルーティング

の2つです。




